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Agenda

1. 2022年度第4四半期決算と2023年度計画について

2. 戦略説明
-17中計の進捗状況
-2023年度の重点取り組み
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１. 2022年度第4四半期決算と
2023年度計画について
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2022年度 通期決算のポイント

「昨年11月に上方修正した計画値を達成し、経常利益およびEBITDAが過去最高」

✓ 経常利益は5期連続の増益を達成

✓ 為替影響等を除外した営業利益ベースでも、約７％の増益を達成

✓ 価格転嫁も順調に進展し４Q期間は転嫁率170％、年間では134％

✓ 年後半より自動車分野の業績回復が顕著

✓ 債権流動化等により、CCCが大幅改善（▲16日）

✓ 欧州にてボルトオンM＆Aを着実に実行

✓ 大規模な自己株式取得を実施。自己株式消却や政策保有株の売却を決定

～攻めと守りの両面で大きな前進～
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✓ 日本の価格転嫁が４Qで大きく進展。連結通期と
しての価格転嫁率は134%になり大幅増収

✓ トルコの超インフレ会計の適用（▲21億円）など
一過性要因により欧州で減益であったものの、
日本、インドの挽回で対前年で経常増益を達成

【億円】

2021年度

実績

2022年度

実績
増減 増減率

売上高 4,192 5,091 899 21.4%

営業利益 301 321 20 6.6%

経常利益 376 402 26 6.9%

EBITDA 537 578 41 7.6%

EBITDAﾏｰｼﾞﾝ 12.8% 11.3% -1.5pt -

当期純利益 265 252 -13 -5.0%

連結業績（対前年比較）
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✓ 日本（自動車、工業）、欧州（工業）で大きく増収

✓ 価格転嫁、数量増、原材料価格の下落でエネルギーコスト等の増
加を吸収し、営業利益が大幅増益となり過去最高益を計画

✓ 政策保有株式の売却、インド遊休土地売却を見込み当期純利益も
大幅増益となり過去最高益を計画

【億円】売上高、営業利益、経常利益、当期純利益のすべてにおいて過去最高の数値を計画

2023年度よりセグメント利益の定義を変更

2022年度

実績

2023年度

計画
増減 増減率

売上高 5,091 5,500 409 8.0%

営業利益 321 420 99 30.9%

営業利益率 6.3% 7.6% 1.3% -

営業利益＋持分利益 378 455 77 20.2%

経常利益 402 450 48 11.9%

EBITDA 578 670 92 16.0%

EBITDAﾏｰｼﾞﾝ 11.3% 12.2% 0.8pt -

当期純利益 252 550 298 118.3%

売上高／営業利益＋持分法利益 EBITDA/EBITDA

連結業績（2023年度計画）
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主な施策

主な施策

 自動車分野：値上げとシェアUP進展、事業の柱として復活

 汎用分野 ：事業特性に合わせたビジネスモデル変革

 工業分野：値上げと環境対応ビジネスの強化

 サプライチェーン刷新プロジェクトの推進

 自動車、建築に加え、工業用塗料を3つ目の柱に

 建築分野：差別化戦略の推進とディストリビューション強化による
 シェアの挽回と競争激化への対応を推進

 自動車分野：生産台数増加、シェアUPと収益性向上の両立

 工業分野：収益性と成長性が高い領域を狙い、拡大

日本・インド
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主な施策

主な施策
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＜アジア＞ 売上高（億円） 、EBITDAマージン(%)

 自動車用塗料の値上げ活動継続

 収益性の強化

 低収益資産整理の仕上げ

 実施済みボルトオンM&AのPMIを着実に進める

 値上げと原価低減に取り組み、収益性を回復基調に乗せる

 トルコ超インフレへの対応

 ボルトオンM&Aを継続的に検討

欧州・アジア
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主な施策

主な施策
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＜その他＞ 売上高（億円）、EBITDAマージン(%)

 値上げの強化

 自動車部品用塗料の拡大

 工業分野事業拡大の戦略検討

 南アフリカ：収益性の向上と安定

 東アフリカ：堅調な市場成長を着実に取り込む

 AKZOと協力し、売却プロセスを着実に進める

 今年度中のクロージング

アフリカ・その他
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株主還元

１．配当の状況

✓ 安定的・継続的に利益配分を実施、配当性向30％を目指す
✓ 2023年については、6円増配（一過性の利益を除いて、配当

性向30％を維持）

２．自己株式の取得

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
2023年度

(計画)

年間配当 30円 30円 30円 30円 36円

期間 取得株数 （％） 取得額

①2022年6月～
9月

24,218,700株
（約8.9％）

約500億円

②2023年3月～
進行中

2,805,200株
（約1.0％）

約50億円

②については、3月～4月末までの取得について記載（総額で120億円
の取得を予定）

３．自己株式の消却

対象株式数 割合（％）

34百万株 約12.5％相当

✓ 大規模な自己株式の消却を行い、保有方針
を明確化

✓ 消却後の自己株比率は約５％以下の見込み
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2. 戦略説明
-17中計の進捗状況
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17中計の進捗～定量目標に対して～
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 売上高については2024年度目標に到達

 EBITDAマージンは改善に遅れ

 調整後ROEは一時的要因を含む

中間決算発表時(2023年11月）に中計定量目標の見直しを検討
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キャッシュアロケーションアップデート
2021年11月17日

17中計発表時資料 再掲
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成長投資の原資

◎
◎

・利益拡大による営業CFの捻出 進展
- 2022年度 502億円 （2021年度 155億円）

収益改善 1200億円

資産圧縮 300億円+α

・CCC改善の進展
- 2022年度 100日 （2021年度 116日）

・低効率事業売却の進展
- アフリカ事業売却（株式価値450MM USD）
- シンガポール撤退

・保有株・不動産売却の進展
- 政策保有株5%未満へ

 （2022年度34億円、2023年度1Q 見込み売却益約300億円）
- 大阪本社売却を決定（2023年度売却を予定）
- インド不動産売却を決定（2023年度中）
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成長投資と株主還元

◎

成長投資 1000億円

・ 海外事業の収益拡大
- インド・欧州での工場、設備、倉庫への投資

・ ボルトオンM&A
  - Wefa・Beckers事業資産買収、CWS買収
・ 国内事業の再編成・効率化

- 粉体塗料事業再編（JPCM解消及びKANSAI パウダーコーティングス設立）
- サプライチェーン刷新プロジェクト立ち上げ

・ 新規事業開発
- 関西ペイントブラーノ設立

・ グループ経営基盤強化
- サイバーセキュリティ強化
- IT刷新（業績改善分科会第2期・GDP・PLM他プロジェクト立ち上げ）
- 能力主義による人財の抜擢、登用（インド、欧州駐在若手登用、海外人財の登用他）

・ 既存事業への継続投資

◎

余力を最大限活用

・自社株買い
- 2022年6月～9月（500億円）
- 2023年3月～（3月末時点で50億円：進行中）
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日本の構造改革によるコストダウン アップデート
(億円)

2026年3月
目標

EBIT
DA
100
億円
増加

値上げ活動とともに5期連続増益の原動力

2025年3月
目標

70.1
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サステナビリティ経営進展の証左

【GPIF 「優れた統合報告書」及び
「改善度の高い統合報告書」に選出】

2部門同時選出は29社のみ

【経済産業省 DX認定取得】

塗料業界初の認定
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2023年度の重点取り組み
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持続的に成長する仕組みつくり

事業成長、財務構造改革による資金捻出と成長投資の好循環を創出

新たな人財開発戦略

執行のグローバル化

人財が挑戦する環境つくり

成長戦略を支えるDXを推進、生産性の向上に取り組む

構造改革を推進する人財への投資
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「求める人財像」の体現に必要な資質や能力、スキルを特定し、一人ひとりのニーズに合う育成を行う。
• 求める意識・行動（コンピテンシー）の習得。
• 事業／組織運用能力の強化。塗料実務の運用能力に加え、「グローバル企業」に求められる経営視点も習得。

新たな人財開発戦略

当社が目指す人財開発

個人と会社が共に成長を実現する人財開発を目指す
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今後、様々な階層で国籍を問わない人事を進める

Profile

➢ 前職は顔料メーカーの
Chief Business Officer

-B to Bビジネス（特に化学業界）をリード

➢ 元KNPL No.2ポジション
-1993年から2018年までKNPLに在籍
-異なる背景の人財を発掘、育成
-自動車・工業・自動車補修ビジネス牽引
-サプライチェーン・生産分野のエキスパート
-SAP導入プロジェクトマネージャー・改善をリード
-過去のインドM&Aの中心的役割

➢ 当社グローバル化推進の必要性を受
け、4月に関西ペイント株式会社執行
役員に就任

【役割】

生産・SCM・調達部門 副部門長

関西ペイント（日本）経営会議メンバー

グローバル経営人財の登用

Pravin Chaudhari 執行役員
プラヴィン チャウダリ
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変革推進を担う人財への重要な投資

オフィスを挑戦する場所に変革する
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成長戦略を支えるDX

IT刷新は街の再開発に近い

業績改善分科会(ERP・PLM・WMS・・・)

CIOチーム (区画整理・インフラ・ルール・セキュリティ・・)

現状：古く、継ぎ足し改善の積み重ね

グローバルデジタルプラットフォーム(世界をデータで繋ぐ)

働きやすく、生産性の高い会社にして世界とつなげていく
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ご清聴ありがとうございました

この資料に記載されている業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、

潜在的なリスクや不確実な要素が含まれているため、実際の業績が予想数値と異なる可能性があります。
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Appendix
サステナビリティへの取り組み



/ 26

2023年度体制

責任役員と企画、推進常設組織を新たに設置し体制強化

経営監理委員会
（委員長：毛利 訓士）

サステナビリティ推進委員会
（委員長：冨岡 崇）

サステナビリティ企画部 サステナビリティ推進部
冨岡 崇 執行役員

サステナビリティ推進委員 委員長

サステナビリティ 企画部 部長
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インド

Environment -ESG

海外での環境対応も進む

◆水マネジメント

Hosur Effluent 
Treatment Plant 

– Zero Liquid Discharge

Solar Energy –
Sayakha

◆エネルギーマネジメント

https://www.kansai-helios.eu/tackling-a-major-problem-of-photovoltaic-plants-
repairing-microcracks-with-coatings/

◆Rembrandtin社
 Remisol太陽光発電バックシート修復コーティング

欧州
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関西ペイントブラーノ -ESG

https://kansaipaint-burano.co.jp/

概要

 2022年5月30日設立

 オンラインを活用した新ビジネス

 EC事業と塗装事業

 従来の価値観にとらわれない働き方
 事業活動を通じて

    －環境改善に貢献する
    －色彩の力で人の暮らしを豊かにする

事例紹介（クロスカラーリング：壁紙の上から塗装し原状回復）

 廃棄物90%減
 Co2排出99%減
 作業時間50%減
 石綿含有調査の最小化が可能

（2023年10月から調査義務化）

【壁紙張替えとの比較】

壁紙張替えのごみ(古い壁紙)

クロスカラーリングのごみ
(マスキングテープ）

2023年度から本格的に事業拡大に取り組む

https://kansaipaint-burano.co.jp/


/ 29

人財開発・育成の進展 -ESG

2021年11月17日 17中計発表資料抜粋

主な進捗

➢ 次世代経営者育成（2022年6月～）
-候補者へのアセスメント実施
-対象者に対する個別トレーニング

➢ 管理職へのジョブ制導入（2022年4月～）
-評価者への説明会、研修等の浸透施策を実施

-全管理職へのアンケートを実施、浸透度と課題を
洗い出し、2023年度より継続的に改善

➢ 管理職登用ルールの刷新
-係長からの昇格という前提を外し、能力で登用

-従来の社内評価に加え、第3者によるアセスメントを
合格要件に加え、「社外でも通用する人財」を登用

複数名の「飛び級」合格者あり、4月から管理職
として活躍

2022年11月14日 戦略説明会資料抜粋

大きな進展あるが多くの改善も必要
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2023年12月移転

本社移転 -ESG

グローバル本社 新大阪フロントオフィス

• 社員の挑戦の場
• 災害時のエネルギー供給含め、万が一の時の司令塔としての機能性強化
• セキュリティの強化（物理対策、技術的対策）
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6部門制によるガバナンスをさらに強化

2023年度体制 -ESG

生産・SCM・調達部門

G自動車事業部門 日本事業部門 国際事業部門

経営推進部門 研究開発部門

部門長

徳 清秀

副部門長

殿村 浩規

部門長 副部門長

寺岡 直人 高多 洋一 西林 均

部門長

部門長

高原 茂季 梶間 淳一
プラヴィン
チャウダリ 田桐 澤根

部門長 部門長副部門長
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情報セキュリティ委員会 -ESG

監査部

情報セキュリティ委員会（全ての情報資産について管理）

事務局 総務等

リスク管理委員会
（情報管理委員会）

情報主管部門 情報主管部門

生産・SCM・調達部門 研究開発部門経営推進部門

担当者 担当者

※CSIRT・・・・Computer Security Incident Response Team
インシデント発生時の対応チーム

担当者担当者

物理的対策(施錠管理等)検討時
には総務部が委員として参画

↓

委員長：関西ペイントにおける情報セキュリティ管理の最高責任者
情報セキュリティ委員：部門長より任命する
情報セキュリティ担当者：システムオーナー及び担当者(+現場で動いた方）

候補者をリストアップして委員に決める

委員長 冨岡 崇

管轄子会社(35社) 管轄子会社(29社) 管轄子会社(21社)

国際事業部門 G自動車事業部門

担当者

日本事業部門管轄G自動車部門管轄国際事業部門管轄

委員 委員 委員 委員 委員

事業所・工場
エンジニアリング

工場制御系(OT）

副委員長 高田 秀雄

委員

担当者

日本事業部門

委員

担当者担当者担当者

事務局
局長
総務部 法務コンプライアンス部 IT企画部 
CSIRT(※)

◼ すべての情報資産に関する管理を情報セキュリティ委員会にて行う
◼ 工場制御系についてはエンジニアリングとして区分し、各工場の工務と連携してセキュリティ対策を実施する。

活動2年目、活動精度を上げていく
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セキュリティ対策の進展 -ESG

【2021年12月】 【2022年4月】 【2023年4月】 【2024年4月目標】 90%70%30%10%

• 全ての部署を徹底的に調査（約1200項目）
• 調査に基づき改善計画策定
• その上で、改善する為の人・モノ・金を迅速に手配し、地道に実行し続ける。

レベル
1：
2：
3：
4：

未対策
対策済（規程等なし）
対策済（規程等あり）
対策済（規程を定期的に見直し）

事業成長に集中するための重要な活動
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DX
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Visionを実現するためのDX

DXは目的でなく達成手段

IBM DX Forum資料抜粋
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DXガバナンスの重要性
IBM DX Forum資料抜粋

DXを進めるには全体構想と進めていく順序が重要
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